
講師

開催概要

東京大学文学部卒業。カリフォルニア大学アーバイン校修士課程修了。東京大学大学院人文社会

系研究科修了。博士(社会学)。出入国在留管理庁「特定技能制度及び育成就労制度の基本方針及

び分野別運用方針に関する有識者会議」構成員、ＯＥＣＤ移民政策専門家会合(SOPEMI)メンバ

ー等、内外の有識者委員を務める。著作に『ニッポンの移民――増え続ける外国人とどう向き合う

か』（ちくま新書）、『移民受け入れと社会的統合のリアリティ――現代日本における移民の階層的

地位と社会学的課題』(勁草書房)、『Recruiting Immigrant Workers: Japan 2024』

（OECDとの共著）他多数。

申込み 共　催

講師略歴

対象者

問合せ     埼玉大学産学官連携・ダイバーシティ推進課
　　　diversity-s@gr.saitama-u.ac.jp

少子高齢化による労働力不足や、流動的な世界情勢を受け、 近年日本に多くの外国人がやっ
てくるようになった。2070年には、人口の約10％に達するとも言われる。それに対し、 治安
や社会保障に関する不安の声は多く、 排外主義も台頭している。 移民は日本にとって救世主
なのかリスクなのか？日本は欧米のように分断されるのか？移民なしではこの国はもたない
のか？本講演ではエビデンスを基にこうした問いに答えることを目指す。

ダイバーシティ推進公開セミナー

ニッポンの移民
──増え続ける外国人とどう向き合うか──

是川 夕
（国立社会保障・人口問題研究所　国際関係部部長）

1911月 日（木）

埼玉大学学生・教職員、
彩の国女性研究者・技術者ネットワーク参画機関、一般

https://forms.cloud.microsoft/r/mM72Mm0RUf

13:00～14:30

国立大学法人埼玉大学

ダイバーシティ推進センター

大学院人文社会科学研究科

埼玉大学 ※会場参加のみ教育学部C棟101室

（埼玉県さいたま市桜区下大久保255）

是川 夕（国立社会保障・人口問題研究所国際関係部長）
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